	いよいよ開会
　「これより第６回模擬国連会議関西大会を開会致します。」という佐藤有香事務総長の言葉を以って、今大会の開会が宣言された。それに続いて行われた事務総長挨拶では、「様々な国家の集まる会議において合意形成をすることは大変難しいことであり、ある面においてはまったく進歩していないように思われることも国連にはしばしばあることです。それを体感できることはこの模擬国連活動の魅力の一つではないでしょうか。」という言葉が印象的でしたね。
　開会式が始まったばかりのころはすこし緊張していた参加者の表情も、ロールコールを終えるころにはほぐれ、英語だけでなく、各国の言葉で返事をする国やユニークに返事をする国も現れるなど各国大使が早速自国のプレゼンスを発揮していた。
　ロールコールに続く多賀谷千尋研究統括の挨拶では、今大会のテーマ「試練～理想と現状のはざまに～」にある「試練」という言葉の意味と現在の国連の取り組みが抱えている試練について語った。中でも「理想が大きければ大きいほど、立ちふさがる試練は長く厳しいものとなるでしょう。しかし、提案することを、新たに道を切り
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	開くことを恐れないで下さい。自　らの考えを貫き通し、声を上げる　ことを恐れては何も始まりません。」という言葉は、参加者がこれからの３日間を通して熱い議論がなされることを激励しているかのようであった。
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（事務総長挨拶）
	

	一般演説
開会式において、数人の大使がの議題に対する自国の主張などを参加者全員の前で演説した。英語で演説した人も多く、UNHCRのコンゴ大使やC1アメリカ大使の印象的な演説が参加者を楽しませた。
	各会議監督による会議紹介
　会議を目前にして各会議監督より会議の紹介が行われました。会議監督の顔を直接見ながら説明が聞けて、会議を目前に控えていた参加者はこれから始まる会議への士気を高揚させていた様子であった。また参加しない会議の議題についても深く話が聞けて、参加者のいい刺激となっていた。
	石原先生による基調講演

　先のロールコール時の参加者のユニークな返事につられてか最初に英語で挨拶をしてくれました。なんでも国連時代を思い出したそうです。先生は今大会のテーマに関連して、国連の決議を作成する際に実現不可能な理想論に走ってしまっては問題を解決できず、物事を現実的に捉え、かといって前進しないわけではなく、少しずつでも進歩していくべきだということをおっしゃっておられました。参加者の皆さんは熱心に耳を傾け、大会とテーマと講演を重ね合わせていたことでしょう。
	研究統括挨拶
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	明るいカオスPMCs
[image: image17.wmf]　今会議はまりディレクが架空に設定した会議である。民間軍事会社（PMCs）はこれまでに経済社会理事会や人権を扱う総会第三委員会で話し合われてきたが、軍縮を扱う総会第一委員会（C.1）で話し合われることは初めてである。さらにPMCs業界団体であるInternational Peace Operations Association(IPOA)と国際的人権NGOであるHuman Rights Watch(HRW)も参加し、多様性にも富んだ会議となっている。架空の会議であることに加え、大使が自由にPMCsについて政策を述べられるというこのフレキシブルな会議は一体どこへ向かうのだろうか。日本時間14時35分、非常に和やかな雰囲気の中、会議は幕を開けた。なみ議長のroll callのあまりの流暢さにうっとりする男大使も多数。ただしおかやんセク曰く、「アニメ声」らしい。
この会議は公式発言、WPの説明共に英語ということで、各大使は用意した素晴らしい英語のスピーチを披露し、ここはもはや日本ではないかのような空気に包まれた。PMCsの規制について英語で答弁権行使をやりあうゆーすけロシア大使とてっぺーアメリカ大使のやりとりに脱帽。また、早々とみやた南ア大使からDR型WPが提出され、会議は着実に前進しているような雰囲気であった。
コーカスにおいて終始明確なグループ形成はされなかった。各大使・代表はスピーチをしたりWPを提出した大使を中心に各々が話を聞き、意見を交換していた。ヨーロッパでもイタリア、フランス、UKともに一緒に行動するわけでもなく、アフリカ、他の途上国もはじめから１つにまとまるわけではない。新メンであれども単独でアメリカやイスラエルなどにがっつり議論を吹きかける大使もいた。いい意味でのカオスが形成され、このカオスの中で各々が自国の立場や会議の進むべき道を見出していたようだ。「グループ分けをしなくても、いろんな国・団体の意見を聞くことでそこから自分の位置づけが見えてくるものなのね。」と中野ディレ

	ク。このカオスはもはやディレクの望み通りであったのか。あちこちで文言作成をする大使がおり、その横では別の大使が交渉を繰り広げる。こんな状態が２時間ほど続いた。

会議も中盤になってくるとこのカオスにも一定の変化が起こった。「ＰＭＣsはそもそもどんなものなのか？メリット、デメリットを話し合おう！！」と、PMCsの規制についての話が中心だったカオスに一石を投じる国が出てきた。ゆーすけロシア大使、のんちゃん日本大使、みやた南ア大使である。この会議は架空の会議であり、しかもその第一回会議という設定であるので、PMCsの規制如何よりまずはこの性質について洗い出そうということで一致した。論点に対する主張は違うにせよ、３国間で議論の「落としどころ」が見つかったのだ。この３国を中心に、1stmeetingの終盤から2nd meeting にかけてカオスは１つの大きな流れへと向かって行った。布教の中心となったゆーすけロシア大使は実は新メンである。冷えピタを張りながら熱心に語りかける姿はなんともいえず、おもしろかった。ちなみに、これまでメリットとしては平和構築の貢献や紛争即時解決への貢献、デメリットとしては武器の大量流入、説明責任の不明瞭さなどが挙げられていた。

この大きな流れがある一方で、きむちアルジェリア大使はPMCsの雇用が民族自決権の妨害に繋がる場合があることを指摘、企業の内政干渉による再植民地化に対して懸念を示していた。彼女の今後の動きにも注目したい。
2nd のインフォーマルでDRを提出予定の中心になっている代表が７グループあることが発覚。各DR要旨は以下の通り→①ながながドイツ大使：PMCｓが健全な活動ができるように軍備の透明化や国連の軍備登録制度の拡張を推進する。②みやた南ア大使：提出済の自国WPを参考にＰＭＣsの性質の確認を前提としたもの。

	なぜか名刺交換をする太一郎NZ大使と、としグルジア大使。
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ひえピタを張りながらスピーチをするロシア大使。
C.1のひそかなブームだが体調には気をつけてね。
	③のんちゃん日本大使：PMCｓによる武器の流入を防ぐための武器管理整備。④ひろみフィリピン大使： PMCｓの即時規制ではなく、これから検討していく問題。PMCｓの問題を提起する決議案の前文を作る。⑤ななきーイラク大使：PMCｓの規制と活用のバランスを話し合い、各国が協調して前進できる会議にしたい。そのための文言を１国で作成中。⑥はるかHRW代表：PMCsの活動によって侵害される人権（レイプ、虐殺などA）に関わるDRを作成中。各大使に受け入れられる文言を作成したい。⑦きむちアルジェリア大使：PMCsと民族自決権との関係性も話し合いたい。
終盤にはゆかり中国大使が中心になって今後の方向性について話し合われ、一同、フロントがあまり奨励しない深夜コーカスへと旅立っていった。この会議の渦はどこへ向かうのか、乞うご期待。
（取材　亀井香織）

	
フィリピン大使から食糧を搾取したアメリカ大使と

戦場に咲く一輪の花、イラク大使
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なぜか名刺交換をする太一郎NZ大使と、としグルジア大使。

	求む！　会議の先導者！
～濱田のESCAP論評～

貧困削減と聞くと、アフリカ地域などを思い浮かべる方も多いと思われるが、今回は、国連経済社会理事会の地域委員会であるESCAP（アジア太平洋経済社会委員会）を会議の場に設定されている。それは、アジア太平洋地域の性格（例えば、歴史的・文化的多様性）が貧困問題に与える影響をも踏まえた議論を行うことで、地域によって一様ではない貧困問題に対し、当該地域におけるもっとも効果的な要素を見出すことができるのではないか、という考えからである。また、貧困問題というきわめてスケールの大きい問題を理解するためには、地域規模という見方が効果的ではないか、という考えにも立っている。
初日の最大の問題は、議論を先導する冷静な「先導者」の不在であった。１回目のコーカスから、Thailand大使がASEANグループをまとめるなど、グループに分かれての議論が順調に展開していくかのように見えた。しかし、実際には、会議の方向性がまとまりを見せたのは、2ndも終わりに近づいた頃で、初日は会議は、いわゆる議論の方向性の探りあいにその時間の大半を割きく結果になった。議場を静観していたプレスの目には、一部の東南アジア諸国の大使の中に、議論の進行上スムーズにASEAN代表としての位置を得られるチャンスがあったように見えた。が、発言の中で、その位置づけを否定するなど、自らその地位を放棄したように見えた。US、Franceなどの大国も、ECOSOC下の地域委員会という会議の設定の影響か、ついに初日中では会議を主導する立場に落ち着くことはなかった。しかし、US、Franceは地域委員会という難しい会議設定の中で、バランスの取れた会議行動を展開していたように思えた。通常の、国連総会という設定であれば、まず間違いなく、会議の主導権を握れるアクションを起こしながらも、謙虚な姿勢で議論を続ける先進国の姿に、


	ディレクターの会議設定の妙の一端が見られた。ともあれ、2ndの終わりには、まず、各国の主張を洗い出すという会議方針が決まり、速やかにその作業が進められた。プレスが思うに、会議を先導する役割を担うには、会議の設定、議論の流れに乗った上で時機を捉えた効果的なアクションを示す必要がある。したがって、まず前提として、積極的に会議を引っ張っていってやろう、という「熱意」が大切だと思う。そういう姿勢を前面に出している大使がたくさん出てきて欲しいと感じたし、機会があるなら、グループの代表などに積極的にチャレンジしていくべきだと思う。そうして、何度も議事進行担当国やグループの代表を経験し、話をうまく整理する、明確な提案をするなど先導者として能力を高めることができるのだと思う。
また、今会議は、新人大使の割合が多かったと思うが、その会議でありがちだが、大使間の会議ルールの理解度の違いが、戦術にかなりの影響を与えているように感じた。例えば、基本的なところだが、時機に合わせた非公式討議とコーカスの使い分けなどがある。その中で、さすが老練なRussian大使は、ルールを自分のものにし、すいすいと自由気ままに会場を渡り歩いていた。さらにいうと、コーカスの利用に柔軟性が足りないようにも感じた。確かに、コーカスの目的は意見交換が主ではあるが、必要があれば、フロアの賛同を得て、随時投票を利用するなどしてもよかったのではないだろうか？　議論の混乱の整理など　そういった手法が効果的ではないかと思う場面が何度かあった。ここまで、会議戦術についての言及が多くなってしまった。それらの多くは、会議に繰り返し参加することで体得して
　

	いくものだと思う。ただ、大使の気の持ちようで変わることもたくさんあると思う。例えば、今会議では、発言中「自信がない」「今、頭が混乱している」など、マイナスの言葉を安易に使いすぎる傾向があった。こういったことは、大使の意識を高く持つことで簡単に改善できることだと思う。ぜひ、次回からの会合で実施してみてほしい。さて、今後の会議展開を考える上で、もっと細かいタイムスケジュールが絶対に必要だと感じた。あくまで、プレスの見解だが、今日の会議の後半で、フロアも明確なゴールまでの道筋の設定の必要を感じたのではないだろうか？　また、今後、議論が進むにつれ、テクニカルな作業も増えてくると思われるが、どのように（誰が）トピック分類するのか？　誰が同意を得れたものを整理していくのか？　論点間のシェアはどのように行うのか？　など、決めておく必要性を強く感じた。ここまでの会議では、議論の中心に立つ国家がその役割を担うこと提案し、特に反対、意見もなく、作業が進行してきた。しかし、トピックの分類など、今後の議論の土台となる非常に重要な作業を安易に一部の国家に任せることについては、自国の利益の確保の視点からも、もっと慎重になるべきではないだろうか？　
最後になるが、今回の会議ですばらしい点として、おのおのの大使が、自国の利害が絡むトピックに関しては、特に最新のデータにのっとった非常に詳細な会議準備をしてきているように感じた。ESCAPにおける議論は、特に国際社会の現状、時代の変化に敏感であらねばならないと考える。今後、各論点を議論していくにあたっては、大使一人一人が自身のリサーチを信じ、現実的な議論が展開されること

	
	を期待したい。

（取材　濱田憲治郎）

	ＵＮＨＣＲ会議報告
[始めに]　今会議、国連難民高等弁務事務所計画執行委員会（UNHCR ExCom）は、UNHCRの現地活動に的を絞った会議である。通常、難民問題というと主に人権問題について扱う国連総会第３委員会で話し合われることも多いのだが、今会議は難民保護において主要な役割を担っている国連機関であるUNHCRが、難民キャンプにおいてどのような活動を行うかという現地活動に的を絞っているため、このUNHCR ExComという設定会議となっている。つまり、今会議はUNHCRの現地活動のルールを決めていくものとなっており、UNHCRや受入国のキャンプ運営に大きく関わる重要なものとなっている。「難民の国際保護」を議題に討議する国連難民高等弁務官事務所計画執行委員会（UNHCR ExCom）は、２００６年８月８日１４時３０分に開始された。会議の前にはフロントからクイズ大会が催され、難民問題に関する問題や議長の好みの体格（ちなみにアンガールズの山根らしい）といった問題が出され、和やか
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（UNHCR-ExComフロント）
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UNHCR-EｘCom会議風景
	な雰囲気の中で会議は開始された。

1st冒頭では、多くの大使からワーキングペーパー（以下ＷＰ）が提出され、その中でも、アメリカ大使のＷＰはその後の会議展開に大きな影響を及ぼす重要なものとなる。その後、アメリカ大使によりコーカスが導入され、各国大使により活発な議論が開始された。今会議は通常の模擬国連会議とは異なり、同じ地域の国々が必ずしも同じ考えを有しているとは限らない。そのため、1stでは新メン大使をはじめ多少の混乱が見られた。しかしながら、その中でも数名の大使がイニシアティブをとり、ＥＵ、アフリカ諸国等では地域で動けるのではないかと模索し始め、活発な意見交換が行われた。また、提出されたＷＰをもとに、アメリカ大使は、「国家の裁量権の行使として、難民に自由権、社会権的庇護権を求める」という現実的な案を主張し、具体的な論点についての議論の前に庇護権の扱いについて議論することを各国大使に求めた。その後、非公式討議が採られ、コーカスでのグルーピング状況が確認された。
そして、再び公式討議にもどり、数名の大使によるスピーチの後、オランダ大使によりコーカスが導入された。このコーカスでは、いくつ


	WIPO初日の動向
■はじめに

　今回の設定会議はWIPO総会『知的所有権と開発』ということで、模擬国連の会議の中では、専門的な知識がかなり要求されると共に、会議監督曰く「マニアックな会議を選んだ（薄ら笑い）」の通り、会議参加者にとってはかなり難しい会議となることが予想された。

２００４年のWIPO開発アジェンダ以来、知的所有権を扱うWIPOに対して開発という観点から見直しを行ない、様々な提案がなされてきた。それら
	かのグループが次第に明確に形成されるようになった。イギリス大使中心のＥＵグループ、コロンビア大使中心の途上国グループ、南アフリカ大使中心のアフリカグループ、北欧やカナダ中心のグループ、アメリカ大使を中心とする限定的な庇護権を主張するグループ等、いくつかのグループが形成されているようだった。また、スーダン大使やトルコ大使を中心に、アメリカ大使グループの庇護権の捉え方に疑問を感じる国も現れ始めた。その後、先ほどのコーカス後と同様、グルーピングの状況を確認するための非公式討議が採られた。この非公式討議で、庇護権の捉え方という抽象的な議論をしているグループと、各論点について具体的な議論をしているグループの２つが存在していることが、各国大使に認識され、アメリカ大使より抽象論を議論した後に具体論を議論すべきであると主張された。抽象論を議論せずに、先に各論点に関する具体的な議論をしてしまうと、最終的に結論が出た際に意味を成さなくなるからだ。

その後、お待ちかねの夕食になる。夕食中は、各国大使の自己紹介が行われ、会議の混沌とした雰囲気から解放され、皆一様に食事を楽しんでいる様だった。

夕食後、2ndが開始された直後は、イギリス大使によりコーカスが採られた。このコーカスでは、1stで形成されたグループごとに集まり、具体的な文言案作成に取り掛かるグループが多数見られた。また、アメリカ大使グループとアフリカグループは庇護権の捉え方で一致した見解を持つことがわかり、共に行動するようになった。しかしながら、庇護権の捉え方に関する交渉は積極的には行われず、フロア全体での一致した見解に至ることはできなかった。

会議冒頭には多少の混乱も見られたが、新メン大使も積極的に自国の意見を主張し、文言作成に関わる姿がところどころで見られた。今夜から明日にかけて行われる深夜コーカスでは、各グループが結論案を完成させることが目標として掲げられた。本格的なグループ交渉は明日以降行われる模様である。会議の中心となっている旧メン大使のみならず、文言作成を頑張った新メン大使にも期待したい。
（取材　平井敬子）


	は今年２月に開催された第１回PCDA（Provisional Committee on Proposal to a WIPO Development Agenda）で６つの分野１１１の提案という形でまとめられ、今回は議長案としてそれが会議冒頭配布されることとなっていた。

■不安と緊張漂う会議冒頭

８月７日午後２時３０分、開会式後の緊張覚めやらぬ中、会議参加者の自己紹介によって世界知的所有権機関（WIPO）総会の幕は開けた。

不安からかリサーチ不足を競い合う全国大会特有の自虐現象が見られたが、佐野イラン大使の議長とのコンビネーション自己紹介をきっかけに、場は和み、最後はプレス紹介が忘れられるほど良い意味で議場に立ち込めていた緊張は自然となくなっていった。
ディレクの意向により、１５時１０分から５０分間、会議が始まる前に自由交渉の時間が設けられた。そこでWP（非公式）をもとに武井バーレーン大使から自由交渉時間の使い方について、提案があった。これをきっかけとして、交渉の進め方の話し合いが行なわれ、会議前からのグループに分かれて、グループ内での意見のシェア、おおまかな今後の方針の決定が速やかに行なわれた。

この自由交渉の間に、できれば現行ルールを維持したいUK・フランスを中心とした「先進国グループ」、現実的な解決策を模索しているインドなど「穏健派途上国グループ」、技術移転・援助に重点を置くなどアフリカ独自色を出したいモロッコなど「アフリカグループ」、援助・パートナーシップに重点を置くバーレーンなど「中東グループ」、現行のルールに不満を持ちアセスメントなど透明性を高めていきたいイラン・ブラジルなど「開発フレンズグループ」の５つのグループが形成された。



	１６時を過ぎ、ようやくミーティングが正式に開かれた。議長の流暢な英語によるロールコールの後、張金UK大使による公式発言、事前に用意された議長案・WPの提出（ヨルダン、韓国、UK）が行なわれた。中でもUK大使が提出したWPは、議長案の111の提案１つ１つに対する解説を載せた大変ユニークなWPであった。

その後、バーレーン大使による非公式討議の動議があり、自由交渉時間における各グループの動きについての共有がなされた。ここで先進国・フレンズ・アフリカの３グループは決議案の作成に向けて行動することが確認された。

フレンズグループの三宅キューバ大使の公式発言を挟み、すぐにイラン大使による３０分のコーカス動議（その後１５分延長）が採択され、自由交渉の続きが行なわれた。ここで少し動きが出始めることになる。

■グループ再編の動き

1stミーティングに入り、穏健派途上国グループの中でも比較的変革志向の強い４ヶ国（チリ・コロンビア・ホンジュラス・フィリピン）が、途上国グループから離脱し、独自に他グループと交渉を始めた。またその結果、意見が近いアフリカグループと決議案作成を進めていくことにしたのである。スポ・シグの人数的に少し不安のあったアフリカグループにとっても願ってもない話であった。

また、バーレーンやカタールなど中東グループも、もともと意見の近かったフレンズグループと一緒に決議案作成を行なうことになった。

その結果、フレンズ、アフリカ＋４ヶ国、先進国、途上国の４つのグループに分けられることになった。

■ひたすら文言作成

１ｓｔ1st
公式発言一人、その後コーカスという流れ期限までに如何に洗練された決議案を提出できるかが、今後の焦点となるであろう。
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	■プレスひとこと

当初、混乱が予想された進め方についての議論がスムーズに行った理由としては、無用な議論を避けようとする賢明な大使の判断と、グループをまとめながらも他グループの状況を把握していたグループリーダーの努力によるものだろう。

また、会議難民化している大使もおらず、新メン大使をはじめ、一生懸命作業を行なっていた。ただ、一部の大使からは、「議論や交渉という作業がまだ全然できていない。」という声も聞かれる。確かに初日であった1st 2ndミーティングは、グループの形成や１１１の提案からの意見抽出など事務的な作業に終始していた。決議案が提出される２日目以降は、より深い交渉や議論が繰り広げられることを期待している。また、先進国の中でも、アメリカはグループに属さず独自に会議を見守っていたが、その影響力などを考えると、今後の動きに注目したい。

（取材　井床利世）

	
	事務局部屋の悲劇
最近事務局員部屋の冷蔵庫にはドリンク剤がズラリ。字事務総長の胃は毎日戦ってます！！
	暴走プレス
～結婚編～

敬子：「えーうち結婚式で裸踊りは嫌やでー」
利世：「俺結婚したい。あとは相手を見つけるのみや」
濱田：「俺、結婚してくれへんねん」
亀井：「うち、おじいちゃんがいい」
要：「先輩たち、リアル・・・」
と、このあと結婚式の本を読み出し、結婚式に誰を呼ぶか考えていた深夜の濱田でした。
	編集後記
　みなさんおはようございます。昨日は良く眠れましたか？今日も一日会議頑張ってくださいね！
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亀井の7日のベストショット





C1はフロントもデリも粒ぞろい☆
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ESCAP会議風景



































開会式で石原先生にお渡しする花束が届くのが遅れてしまうというハプニングがありました。でもでも結果的に渡すことができたのでよかったですね。
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7日のWIPO会議風景








